
上記事項につきましては、法令及び当社定款の定めに基づき、書面
交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置
事項記載書面）への記載を省略しております。

第 1 1 期 定 時 株 主 総 会 の 招 集 に 際 し て の
電 子 提 供 措 置 事 項

新 株 予 約 権 等 の 状 況

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

連 結 注 記 表

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

個 別 注 記 表

第11期（2024年１月１日から2024年12月31日まで）

セーフィー株式会社



第 9 回 新 株 予 約 権 第 1 2 回 新 株 予 約 権

発 行 決 議 日 2019年10月4日 2020年8月19日

新 株 予 約 権 の 数 494個　 40個　
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式(注)１ 494,000株
（新株予約権１個につき 1,000株）　

普通株式(注)１ 40,000株
（新株予約権１個につき 1,000株）　

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権１個当たり8,000円 新株予約権と引換えに払い込みは
しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 400,000円
（１株当たり 400円）　

新株予約権１個当たり 410,000円
（１株当たり 410円）　

権 利 行 使 期 間 2019年10月31日から
2029年10月30日まで

2022年8月20日から
2030年8月19日まで

行 使 の 条 件 （注）2 （注）３

役 員 の
保有状況

取 締 役
（社外取締役を除く）

新株予約権の数 494個
目的となる株式数 494,000株
保有者数 3名　

新株予約権の数 20個
目的となる株式数 20,000株
保有者数 1名　

社 外 取 締 役
新株予約権の数 -個
目的となる株式数 -株
保有者数 -名　

新株予約権の数 20個
目的となる株式数 20,000株
保有者数 1名　

監 査 役
新株予約権の数 -個
目的となる株式数 -株
保有者数 -名　

新株予約権の数 -個
目的となる株式数 -株
保有者数 -名　

１. 新株予約権等の状況
(1)当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約
権の状況
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第 1 3 回 新 株 予 約 権

発 行 決 議 日 2021年6月14日

新 株 予 約 権 の 数 5,400個　 　
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式（注）1 540,000株
（新株予約権１個につき 100株）　 　

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに払い込みは
要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 243,000円
（１株当たり 2,430円）　 　

権 利 行 使 期 間 2023年6月15日から
2031年6月14日まで

行 使 の 条 件 （注）3

役 員 の
保有状況

取 締 役
（社外取締役を除く）

新株予約権の数 5,200個
目的となる株式数 520,000株
保有者数 3名　 　

社 外 取 締 役
新株予約権の数 -個
目的となる株式数 -株
保有者数 -名　 -　

監 査 役
新株予約権の数 200個
目的となる株式数 20,000株
保有者数 3名　 　

（注） １.2021年6月14日付株式分割（１株につき1,000株の割合）による分割後の株式数に換算して記載して
おります。

２.① 本新株予約権の行使は、行使しようとする本新株予約権または権利者について「会社が新株予約権
を取得することができる事由及び取得の条件」各号に定める取得事由が発生していないことを条件
とし、取得事由が生じた本新株予約権の行使は認められないものとする。但し、当社が特に行使を
認めた場合はこの限りでない。

② 権利者は、本新株予約権の行使期間において次に掲げる各事由が生じた場合には、残存するすべて
の本新株予約権を行使することができない。

（a）行使価格を下回る価格を対価とする当社普通株式の発行又は処分が行われた場合（振込金額が
会社法第199条第３項・同第200条第２項に定める「特に有利な金額である場合」を除
く。）。

（b）本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの金融商品取引所にも上場されて
いない場合、行使価額を下回る価格を対価とする売買その他の取引が行われたとき（但し、資
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本政策目的等により当該取引時点における株式価値よりも著しく低いと認められる価格で取引
が行われた場合を除く。）。

（c）本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれかの金融商品取引所に上場された
場合、当該金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の終値が、行使価額を下回る価格
となったとき。

③ 当社又は子会社の使用人である権利者については、アルバイト（一週間の所定労働時間が同一の事
務所に雇用される通常の使用人の一週間の所定労働時間に比し短い使用人を意味する。）である期
間は、本新株予約権を行使することはできないものとする。但し、当社が特に行使を認めた場合は
この限りではない。

④ 本新株予約権の行使は１新株予約権の行使は１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一
部の行使は認められないものとする。

３.① 本新株予約権の行使は、行使しようとする本新株予約権又は本新株予約権を保有する者（以下「権
利者」という。）について「会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件」各号
に定める取得事由が発生していないことを条件とし、取得事由が生じた本新株予約権の行使は認め
られないものとする。但し、当社が特に行使を認めた場合はこの限りでない。

② 権利者は、当社の株式のいずれかの金融商品取引所への上場がなされるまでの期間は、本新株予約
権を行使することはできないものとする。但し、当社が特に行使を認めた場合はこの限りでない。

③ 当社又は子会社の使用人である権利者については、アルバイト（一週間の所定労働時間が同一の事
務所に雇用される通常の使用人の一週間の所定労働時間に比し短い使用人を意味する。）である期
間は、本新株予約権を行使することはできないものとする。但し、当社が特に行使を認めた場合は
この限りではない。

④ 本新株予約権の行使は１新株予約権の行使は１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一
部の行使は認められないものとする。
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第 1 4 回 新 株 予 約 権 第 1 5 回 新 株 予 約 権

発 行 決 議 日 2024年3月14日 2024年3月14日

新 株 予 約 権 の 数 380個　 380個　
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 38,000株
（新株予約権１個につき 100株）　

普通株式 38,000株
（新株予約権１個につき 100株）　

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権１個当たり3,500円 新株予約権と引換えに払い込みは
しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 65,000円
（1株当たり 650円）　

　　　　　　（注）１
　

権 利 行 使 期 間 2024年3月29日から
2034年3月28日まで

2024年3月29日から
2034年3月28日まで

行 使 の 条 件 （注）２ （注）３

使用人への
交 付 状 況 当 社 使 用 人

新株予約権の数 380個
目的となる株式数 38,000株
保有者数 5名　

新株予約権の数 380個
目的となる株式数 38,000株
保有者数 5名　

(2)当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

（注） １.１株につき本新株予約権を割り当てる日の属する月の前月の各日（取引が成立していない日を除
く。）における東京証券取引所における当社普通株式の終値の平均値に1.05を乗じた金額（１円未満
の端数は切り上げ）とするが、その価額が本新株予約権の割当日の終値（取引が成立していない場合
はそれに先立つ直近取引日の終値）を下回る場合は、当該終値とする。

2.① 本新株予約権の行使は、行使しようとする本新株予約権又は本新株予約権を保有する者（以下「権
利者」という。）について「会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件」各号
に定める取得事由が発生していないことを条件とし、取得事由が生じた本新株予約権の行使は認め
られないものとする。但し、当社が特に行使を認めた場合はこの限りでない。

② 権利者は、2024年12月期から2026年12月期までのいずれかの期において、当社の損益計算書
（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）に記載された売上高が、22,000百万円
を超過した場合にのみ、これ以降本新株予約権を行使することができる。なお、上記における売上
高の判定に際しては、適用される会計基準の変更や当社の業績に多大な影響を及ぼす企業買収等の
事象が発生し当社の損益計算書（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）に記載
された実績数値で判定を行うことが適切ではないと取締役会が判断した場合には、当社は合理的な
範囲内で当該企業買収等の影響を排除し、判定に使用する実績数値の調整を行うことができるもの
とする。また、国際財務報告基準の適用、決算期の変更等により参照すべき項目の概念に重要な変
更があった場合には、別途参照すべき指標を当社取締役会にて定めるものとする。
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③ 権利者は、本新株予約権の割当日から3年間を経過するまでの間に、継続して当社または当社関係
会社の取締役、監査役または使用人（アルバイト（一週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用さ
れる通常の使用人の一週間の所定労働時間に比し短い使用人を意味する。）である期間は除く。）
であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役
会が認めた場合には、この限りではない。

④ 権利者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
⑤ 本新株予約権の行使は１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一部の行使は認められな

いものとする。
3.① 本新株予約権の行使は、行使しようとする本新株予約権または権利者について「会社が新株予約権

を取得することができる事由及び取得の条件」各号に定める取得事由が発生していないことを条件
とし、取得事由が生じた本新株予約権の行使は認められないものとする。但し、当社が特に行使を
認めた場合はこの限りでない。

② 権利者は、2024年12月期から2026年12月期までのいずれかの期において、当社の損益計算書
（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）に記載された売上高が、18,000百万円
を超過した場合にのみ、これ以降本新株予約権を行使することができる。なお、上記における売上
高の判定に際しては、適用される会計基準の変更や当社の業績に多大な影響を及ぼす企業買収等の
事象が発生し当社の損益計算書（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）に記載
された実績数値で判定を行うことが適切ではないと取締役会が判断した場合には、当社は合理的な
範囲内で当該企業買収等の影響を排除し、判定に使用する実績数値の調整を行うことができるもの
とする。また、国際財務報告基準の適用、決算期の変更等により参照すべき項目の概念に重要な変
更があった場合には、別途参照すべき指標を当社取締役会にて定めるものとする。

③ 権利者は、本新株予約権の割当日から3年間を経過するまでの間に、継続して当社または当社関係
会社の取締役、監査役または使用人（アルバイト（一週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用さ
れる通常の使用人の一週間の所定労働時間に比し短い使用人を意味する。）である期間は除く。）
であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役
会が認めた場合には、この限りではない。

④ 権利者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
⑤ 本新株予約権の行使は１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一部の行使は認められな

いものとする。
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２. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
(1) 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の
適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
１.取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

（１）リスクコンプライアンス規程を制定運用する。
（２）内部監査および監査役監査を実施し、職務の執行が法令および定款に適合していること

を確認する。
（３）内部通報制度の有効性を確保するための規程を制定し、業務執行に係るコンプライアン

ス違反およびそのおそれに関して、通報・相談を受け付けるための窓口を設置する。
（４）定款および規程を整備し、取締役および使用人が常に目をとおせる状態にする。

２.取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
職務の執行に係る文書その他の情報は、文書管理規程を制定し、保存・管理をする。なお、
取締役および監査役は、これらの文書等を常時閲覧できる体制としており、保存・管理体制
は必要に応じて見直し等を行う。

３.損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（１）損失の危険（以下、「リスク」という。）の予防および発生したリスクへの対処につき

リスクコンプライアンス規程を制定・運用するとともに使用人への教育を行う。
（２）取締役および執行役員は、その所掌の範囲のリスクを洗出し、常に状況を把握するとと

もに定期的に取締役会に報告する。
（３）内部監査の実施および指摘事項がある場合、適切かつ速やかに対処する。

４.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（１）職務権限規程等職務執行に関連する規程を整備・運用する。
（２）各組織単位に取締役または執行役員を置き、所定の権限を持ち職務執行するとともに、

業務執行状況を取締役会に報告する。
（３）稟議規程に基づく各階層の決裁者間で業務執行内容をチェックし、執行段階での牽制機

能が働くようにする。
（４）代表取締役社長、取締役および執行役員による経営会議を実施し、経営状況を共有する

とともに、各組織の活動状況を把握し取締役自らの業務執行の効率化を図る。
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５.監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する
事項
監査役が求めた場合、取締役会は監査役と協議のうえ、監査役補助人を任命し、当該監査業
務の補助に当たらせる。

６.監査役補助人の取締役からの独立性に関する事項
（１）監査役補助人は、監査役の指揮命令に従って、監査業務を補佐するものとする。
（２）当該監査役補助人の任免、異動、人事考課、懲罰については、監査役の同意を得たうえ

で行うものとし、取締役からの独立性を確保するものとする。
７.監査役補助人に対する指示の実効性の確保に関する事項

監査役補助人が監査役の指揮命令に従う旨を取締役および使用人に周知徹底する。
８.取締役および使用人ならびに子会社の役員および使用人が監査役または監査役会に報告する

ための体制と当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するため
の体制

（１）取締役および使用人は、監査役の要請に応じて報告をするとともに、職務執行の状況、
経営に重大な影響を及ぼす事実等の重要事項について、適時・適切に監査役または監査
役会に直接または関係部署を通じて報告し、監査役と情報を共有する。

（２）監査役は、取締役会等重要な会議に出席し、付議事項について情報を共有する。
（３）重要な稟議書は、決裁者による決裁後監査役は確認することができ、業務執行状況が逐

一報告される体制とする。
（４）前３項の報告を行った者に対し、内部通報処理規程に基づいて、報告したことを理由と

する不利な扱いを禁止する。
９.監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に係る方針に関する事項

監査役が職務の執行について生ずる費用等の請求をしたときは、当該監査役の職務の執行に
必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用の精算処理を行う。

１０.その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
（１）代表取締役社長と定期的に意見交換を行い、相互の意思疎通を図る。また、必要に応じ

て当社の取締役及び重要な使用人からヒアリングを行う。
（２）内部監査人、会計監査人との定期的な連絡会を設け連携を深め、実効的監査が行えるよ

うにする。
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１１.財務報告の信頼性を確保するための体制
（１）財務報告の信頼性を確保するための内部統制システムの整備を経営上の最重要事項の一

つとして位置付け、財務報告の信頼性確保を推進する。
（２）内部統制が有効に機能する体制構築を図り、財務報告における虚偽記載リスクを低減

し、未然に防ぐように管理する。
（３）財務報告の信頼性を確保するために、内部監査人が核となる評価チームにより、業務プ

ロセスのリスク評価を継続的に実施するとともに、評価結果を代表取締役社長に報告す
る。

（４）必要に応じて、金融商品取引法等の関連法令との適合性を考慮したうえで、諸規程の整
備および運用を行う。

１２.当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
（１）子会社管理規程に基づき、子会社の経営について経営管理本部を中心に、その自主性を

尊重しつつ、重要事項について事前協議を行う。また、子会社の業績、経営計画の進捗
状況、業務の執行状況について定期的に報告を求めるとともに、当該子会社において重
要な事象が発生した場合には適宜報告を求める。

（２）経営管理本部および内部監査室が子会社のコンプライアンス体制やリスク管理体制を監
視すると同時に、子会社の内部統制システムの状況を監査し、整備・運用を指導する。

（３）子会社の取締役、監査役を当社から派遣し、子会社の取締役の職務執行および経営の適
法性・効率性などにつき、監視・監督または監査を行う。

（４）子会社の取締役の職務執行、コンプライアンス体制およびリスク管理体制の状況ならび
にその他上記（１）から（３）において認識した重要事項に関して、当社の取締役会、
監査役連絡会等に報告する。

１３.反社会的勢力排除に向けた基本的な体制
当社は、反社会的勢力による民事介入暴力が発生した場合の対応を目的として制定した反社
会的勢力対応規程に基づき適切に行動する。
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(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。

ａ．取締役会
　当社の取締役会は、代表取締役社長佐渡島隆平が議長を務め、取締役 森本数馬、取締役 
古田哲晴、社外取締役岩田彰一郎の４名で構成されております。当社では取締役会を会社全
体の基本方針・戦略の策定、重要業務の執行に関する決定及び業務執行の監督機関として位
置付け、毎月１回の定例取締役会及び適宜臨時取締役会を開催しております。

ｂ．監査役会
　当社の監査役会は、社外監査役（常勤）中島早香が議長を務め、社外監査役工藤克己、社
外監査役岡田淳の３名で構成されております。当社では、毎月１回監査役会を開催し、取締
役の業務執行の監督及び監査に必要な重要な事項の協議・決定を行なっております。さら
に、監査役はその他重要会議への出席等において、経営の状態、事業遂行の状況、財務の状
況、内部監査の実施状況、リスク管理及びコンプライアンスの状況等の報告を受けておりま
す。また、常勤監査役は、内部監査室と定期的に意見交換を行うとともに、監査役会は、四
半期に一度、三者連絡会にて会計監査人及び内部監査人との連携を図っております。

ｃ．会計監査人
　当社は、有限責任あずさ監査法人を会計監査人に選任しており、独立した立場からの会計
監査を受けております。

ｄ．内部監査
　当社は、内部監査室を設置し、専任の担当者2名により内部監査を実施しております。内
部監査人は、代表取締役社長からの指示により必要な監査・調査を定期的に実施し、業務執
行の妥当性・効率性やリスク管理体制の遵守・整備状況などを幅広く検証しております。
　内部監査の結果については、代表取締役社長に報告し経営に反映させております。

ｅ．リスク・コンプライアンス委員会
　当社のリスク・コンプライアンス委員会は代表取締役社長佐渡島隆平が議長を務め、7名
で構成されております。当社では、リスク管理体制及びコンプライアンス体制の充実、徹底
を図るため、半期毎にリスク・コンプライアンス委員会を開催して、リスク・コンプライア
ンス上の重要な事項を協議しております。
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ｆ．報酬諮問委員会
　当社の報酬諮問委員会は社外取締役岩田彰一郎が議長を務め、３名で構成されておりま
す。１年に１回報酬諮問委員会を開催し、取締役の報酬の方針及び個別の報酬を協議してお
ります。
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( 2024年 1 月 1 日から
2024年12月31日まで )

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計
当 連 結 会 計 年 度
期 首 残 高 5,584,350 8,069,732 △3,642,070 △167 10,011,844
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額

新 株 の 発 行 19,988 19,988 39,977
新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) 12,881 12,881 25,763
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △1,552,485 △1,552,485

自 己 株 式 の 取 得 △49 △49

株主資本以外の項目
の 当 連 結
会 計 年 度
変 動 額 ( 純 額 )

－

当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 合 計 32,870 32,870 △1,552,485 △49 △1,486,794
当連結会計年度末
残 高 5,617,220 8,102,602 △5,194,555 △216 8,525,050

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新 株 予 約 権 非支配株主持分 純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金 為替換算調整勘定 その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 連 結 会 計 年 度
期 首 残 高 1,144 － 1,144 3,952 － 10,016,941
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額

新 株 の 発 行 39,977
新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) 25,763
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △1,552,485

自 己 株 式 の 取 得 △49

株主資本以外の項目
の当連結会計年度
変 動 額 ( 純 額 )

11,334 △3,238 8,096 8,768 22,156 39,020

当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 合 計 11,334 △3,238 8,096 8,768 22,156 △1,447,773
当連結会計年度末
残 高 12,478 △3,238 9,240 12,720 22,156 8,569,167

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表
１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項
連結子会社の状況
・連結子会社の数 ３社
・主要な連結子会社の名称 セーフィーベンチャーズ株式会社

Kix株式会社
SAFIE VIETNAM CO.,LTD.

(2) 持分法の適用に関する事項
持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況
・持分法適用の非連結子会社及び関連会社数　　　　１社
・主要な会社等の名称 MUSVI株式会社

(3) 連結の範囲の変更に関する注記
連結の範囲の変更

当連結会計年度において、Kix株式会社を2024年１月５日付で、SAFIE VIETNAM CO.,LTD.を2024
年１月19日付で新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

(4) 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、Kix株式会社の事業年度の末日は10月31日であり、連結計算書類の作成に当たって

は、同社の事業年度の末日現在の計算書類を使用しております。
連結子会社のうち、SAFIE VIETNAM CO.,LTD.の事業年度の末日は９月30日であり、連結計算書類の作

成に当たっては、同社の事業年度の末日現在の計算書類を使用しております。
なお、連結決算日との間に発生した重要な取引につきましては、連結上必要な調整を行っております。
上記以外の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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(5) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券
・その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採

用しております。

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。
なお、投資事業組合への出資は、投資事業組合財産の持分相当額を投資その他の資産の「投資

有価証券」として計上しております。投資事業組合への出資金額を「投資有価証券」に計上し、
投資事業組合が獲得した純損益の持分相当額を「営業外損益」に計上するとともに同額を「投資
有価証券」に加減し、投資事業組合からの配当については、「投資有価証券」を減額させており
ます。

ロ. 棚卸資産
・商品

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）
を採用しております。

・仕掛品
個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採

用しております。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定
額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　　　　　５年
工具、器具及び備品　　４～18年
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③ 重要な引当金の計上基準
イ. 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ. 賞与引当金
従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。

④ その他連結計算書類作成のための重要な事項
イ. 重要な収益及び費用の計上基準

当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す
る通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

・スポット収益
主にカメラ機器等の販売であり、顧客との販売契約等に基づいてカメラ機器等を引き渡す履行

義務を負っております。カメラ機器等の販売については、顧客に物品を引き渡した時点におい
て、顧客が当該商品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断しており、
当該履行義務の充足時点で収益を認識しております。ただし、商品の国内の販売において、出荷
時から当該商品の支配が顧客に移転される時までの時間が通常の期間である場合には、出荷時に
収益を認識しております。

取引の対価は履行義務を充足してからおおよそ１ヵ月以内に受領しており、重要な金融要素は
含まれておりません。

・リカーリング収益
主にSaaS型クラウドサービス及びレンタルサービスであり、顧客との契約に基づいて一定の

期間にわたり均一のサービスを提供しているため、履行義務の充足の進捗度（時の経過）に応じ
て収益を計上しております。

取引の対価は履行義務を充足してからおおよそ１ヵ月以内に受領しており、重要な金融要素は
含まれておりません。

ロ. 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

しております。なお、在外子会社の資産及び負債は在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整
勘定に含めております。
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ハ. 重要な繰延資産の処理方法
・株式交付費

支出時に全額費用処理しております。
・創立費

５年間の定額法により償却を行っております。
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投資有価証券のうち、非上場株式 346,192千円
投資有価証券のうち、投資事業組合への出資 145,016千円
投資有価証券評価損 868,633千円

有形固定資産 487千円
無形固定資産 －千円
投資その他の資産（注） －千円
減損損失 54,317千円

２. 会計上の見積りに関する注記
(1) 非上場株式の評価

①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
非上場株式については、市場価格のない株式等であり、取得原価をもって貸借対照表価額としておりま

す。当社グループは、複数の非上場企業に対して投資先企業の将来の成長による超過収益力を見込んで、
発行会社の１株当たり純資産額を基礎とした金額に比べて相当程度高い価額での投資を行っております。
当該非上場株式の評価にあたっては、投資先企業の超過収益力等に毀損が生じた際に、これを反映した実
質価額が取得価額の50％程度以上低下している場合は、取得価額を実質価額まで減損する処理を行って
おります。

投資先企業の投資時における超過収益力の毀損の有無を検討するにあたっては、事業計画の達成状況、
将来の成長性、業績に関する見通しや資金調達の状況等を総合的に勘案し、検討を行っております。これ
らの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際の投資先の
業績が見積りと異なる場合、翌連結会計年度の連結計算書類において、重要な影響を与える可能性があり
ます。

(2) 固定資産の減損
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（注）固定資産の減損に係る会計基準の対象資産となります。
②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、固定資産のうち減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産
グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回
収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

減損の兆候の把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しておりますが、事業計画や市場
環境の変化により、その見積り額の前提とした条件や仮定に変更が生じ減少した場合、翌連結会計年度に
減損処理が必要となる可能性があります。
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会社名 場所 用途 種類 金額（千円）

セーフィー株式会社

東京都品川区 事業用資産
工具、器具及び備品 22,308
その他（投資その他の資産） 1,376

大阪府大阪市 事業用資産
建物 20,746
工具、器具及び備品 1,981
その他（投資その他の資産） 7,689

タイ バンコク 事業用資産 工具、器具及び備品 213
合計 54,317

３. 連結損益計算書に関する注記
固定資産の減損

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

① 資産のグルーピング方法
当社グループは各社単位でグルーピングを行っております。

② 減損損失に至った経緯
セーフィー株式会社は、当連結会計年度において直近の業績動向を踏まえ中長期の事業計画を見直し、

将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額のうえ当該減少額を減損損失として
特別損失に計上しております。

③ 回収可能価額の算定方法
回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、その価額は売却見込額により算定しております。
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普通株式 55,449,850株

普通株式 1,882,500株

４. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

(2) 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的
となる株式の種類及び数

５. 金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、人員計画や設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入及び増資）を調達し

ております。また、当社グループは、デリバティブは一切利用しておらず、資金運用については原則とし
て短期的な預金等に限定しております。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
営業債権である電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
投資有価証券は、主に業務提携に関する株式及び投資育成を目的とした非上場株式及び投資事業組合へ

の出資であります。これらは、発行体の信用リスク及び市場価格の変動リスクに晒されております。
営業債務である買掛金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日のものであります。
借入金は、主に営業活動に必要な資金の調達を目的としたものであり、流動性リスクに晒されておりま

す。
③ 金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社グループは、営業債権について、法務部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引

相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を
図っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社グループは、長期借入金の金利変動リスクについて、分割弁済によりその影響を緩和するととも

に、経営企画部において管理しております。
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況を把握しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社グループは、各部署からの報告に基づき、経営企画部が適時に資金繰り計画を作成・更新すると

ともに、手元流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。また、手元流動性を確保する
ために、当座貸越契約を締結しております。
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連結貸借対照表計上額
（千円） 時　価（千円） 差　額（千円）

投資有価証券

その他有価証券 76,634 76,634 －

資産計 76,634 76,634 －
長期借入金（１年内返済
予定の長期借入金を含む） 2,548 2,533 △14

負債計 2,548 2,533 △14

区 分 当 連 結 会 計 年 度 （ 千 円 ）

非上場株式 346,192

（単位：千円）

１ 年 以 内 １年超５年以内 ５年超10年以内 1 0  年  超

現金及び預金 6,799,232 － － －

電子記録債権 12,600 － － －

売掛金 2,235,019 － － －

合計 9,046,852 － － －

④ 金融商品の時価等に関する事項の補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することがあります。
(2) 金融商品の時価等に関する事項

2024年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。

(＊1) 「現金及び預金」、「電子記録債権」、「売掛金」、「買掛金」、「未払金」並びに「未払法人税
等」については、現金であること、並びに預金、電子記録債権、売掛金、買掛金及び未払法人税等は
短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(＊2) 市場価格のない株式等は、上表には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以
下のとおりであります。

(＊3) 持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については、時価の算定に関す
る会計基準の適用指針第24-16項の取扱いを適用しており、金融商品時価開示適用指針第４項(1)に
定める事項を注記しておりません。当該出資の連結貸借対照表計上額は145,016千円であります。

（注）１．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
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（単位：千円）

１ 年 以 内 １ 年 超
２ 年 以 内

２ 年 超
３ 年 以 内

３ 年 超
４ 年 以 内

４ 年 超
５ 年 以 内 ５ 年 超

長期借入金 1,656 892 － － － －

合計 1,656 892 － － － －

区 分
時　　　　　価（千円）

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ 合 計

投資有価証券

その他有価証券

株式 45,000 － － 45,000

その他 － － 31,634 31,634

資産計 45,000 － 31,634 76,634

（注）２．長期借入金（１年内返済予定のものを含む）の連結決算日後の返済予定額

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
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区 分
時　　　　　価（千円）

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ 合 計

長期借入金 － 2,533 － 2,533

負債計 － 2,533 － 2,533

（単位：千円）
投資有価証券

合計その他有価証券
その他

期首残高 － －
当期の損益又はその他の包括利益 2,454 2,454
購入、売却、発行及び決済 29,180 29,180

期末残高 31,634 31,634

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）1．時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ
の時価はレベル１の時価に分類しております。その他はSAFE投資であります。SAFE投資は金融商品
の価値に影響を与える事象を考慮して、直近の時価を見積もっており、レベル３の時価に分類してお
ります。
長期借入金

長期借入金のうち、変動金利によるものの時価は、短期間で市場金利を反映し、時価は帳簿価額と
ほぼ等しいことから当該帳簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。

固定金利によるものの時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利
率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

（注）２．時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債のうちレベル３の時価に関する情報
(1) 期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益

(2) 時価の評価プロセスの説明
レベル３に分類した金融商品については、時価の算定に関する会計方針等に従い、時価を算定しており

ます。時価の算定にあたっては、対象となる資産の性質、特性及びリスクに応じて時価のレベルの分類及
び時価の算定に用いられた評価技法の適切性を考慮しております。
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（単位：千円）
当 連 結 会 計 年 度

リカーリング収益 10,491,209
スポット収益 4,558,649
顧客との契約から生じる収益 15,049,858
その他の収益 －
外部顧客への売上高 15,049,858

（単位：千円）
当 連 結 会 計 年 度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,714,984
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 2,247,619
契約資産（期首残高） 8,534
契約資産（期末残高） 1,219
契約負債（期首残高） 95,703
契約負債（期末残高） 55,771

(1) １株当たりの純資産額 153円97銭
(2) １株当たりの当期純損失 28円07銭

６. 収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　(5)会計方針に関する事項　

④その他連結計算書類の作成のための重要な事項　イ．重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりで
あります。

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約資産及び契約負債の残高等

契約負債は、主に顧客から契約期間分の対価を一括で受領すること等による前受金であり、収益の認識
に伴い取り崩されます。

②　残存履行義務に配分した取引価格
当社グループにおいては、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の

便法を適用し、記載を省略しております。なお、顧客との契約から受け取る対価の中に、取引価格に含ま
れていない重要な金額はありません。

７. １株当たり情報に関する注記
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８. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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( 2024年 1 月 1 日から
2024年12月31日まで )

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計オープンイノベーション
促進税制積立金 繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 5,584,350 7,142,600 927,132 8,069,732 25,000 △ 3,620,774 △ 3,595,774
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 19,988 19,988 19,988
新株の発行（新株予約権の行使） 12,881 12,881 12,881
当 期 純 損 失 △ 1,462,283 △ 1,462,283
自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 32,870 32,870 － 32,870 － △ 1,462,283 △ 1,462,283
当 期 末 残 高 5,617,220 7,175,470 927,132 8,102,602 25,000 △ 5,083,057 △ 5,058,057

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本合計 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当 期 首 残 高 △ 167 10,058,141 1,144 1,144 3,952 10,063,237
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 39,977 39,977
新株の発行（新株予約権の行使） 25,763 25,763
当 期 純 損 失 △ 1,462,283 △ 1,462,283
自 己 株 式 の 取 得 △49 △49 △49

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 927 927 8,768 9,695
当 期 変 動 額 合 計 △ 49 △ 1,396,592 927 927 8,768 △ 1,386,897
当 期 末 残 高 △ 216 8,661,548 2,071 2,071 12,720 8,676,340

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法
イ. 子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。

ロ. その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用し
ております。
・市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。
なお、投資事業組合への出資は、投資事業組合財産の持分相当額を投資その他の資産の「投資有価

証券」として計上しております。投資事業組合への出資金額を「投資有価証券」に計上し、投資事業
組合が獲得した純損益の持分相当額を「営業外損益」に計上するとともに同額を「投資有価証券」に
加減し、投資事業組合からの配当については、「投資有価証券」を減額させております。

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品
移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採
用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法
有形固定資産
定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額

法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　　　　　5年
工具、器具及び備品　　４～18年

(3) 繰延資産の処理方法
株式交付費
支出時に全額費用処理しております。
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関係会社株式のうち、非上場株式 520,870千円
投資有価証券のうち、投資事業組合への出資 145,016千円
関係会社株式評価損 867,347千円

(4) 引当金の計上基準
①　貸倒引当金
債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
②　賞与引当金
従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。

(5) 収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点
（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
①　スポット収益
主にカメラ機器等の販売であり、顧客との販売契約等に基づいてカメラ機器等を引き渡す履行義務を負
っております。カメラ機器等の販売については、顧客に物品を引き渡した時点において、顧客が当該商品
に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断しており、当該履行義務の充足時点で収
益を認識しております。ただし、商品の国内の販売において、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転さ
れる時までの時間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
取引の対価は履行義務を充足してからおおよそ１ヵ月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれて
おりません。
②　リカーリング収益
主にSaaS型クラウドサービス及びレンタルサービスであり、顧客との契約に基づいて一定の期間にわ

たり均一のサービスを提供しているため、履行義務の充足の進捗度（時の経過）に応じて収益を計上して
おります。
取引の対価は履行義務を充足してからおおよそ１ヵ月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれて
おりません。

(6) その他計算書類作成のための基本となる事項
外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。

２. 会計上の見積りに関する注記
(1) 非上場株式の評価
①　当事業年度の計算書類に計上した金額
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有形固定資産 －千円
無形固定資産 －千円
投資その他の資産（注） －千円
減損損失 54,317千円

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
非上場株式については、市場価格のない株式等であり、取得原価をもって貸借対照表価額としておりま

す。当社は、複数の非上場企業に対して投資先企業の将来の成長による超過収益力を見込んで、発行会社
の１株当たり純資産額を基礎とした金額に比べて相当程度高い価額での投資を行っております。当該非上
場株式の評価にあたっては、投資先企業の超過収益力等に毀損が生じた際に、これを反映した実質価額が
取得価額の50％程度以上低下している場合は、取得価額を実質価額まで減損する処理を行っておりま
す。
投資先企業の投資時における超過収益力の毀損の有無を検討するにあたっては、事業計画の達成状況、
将来の成長性、業績に関する見通しや資金調達の状況等を総合的に勘案し、検討を行っております。これ
らの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際の投資先の
業績が見積りと異なる場合、翌事業年度の計算書類において、重要な影響を与える可能性があります。

(2) 固定資産の減損
①　当事業年度の計算書類に計上した金額

（注）固定資産の減損に係る会計基準の対象資産となります。

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社は、固定資産のうち減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループ

から得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価
額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
減損の兆候の把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しておりますが、事業計画や市場
環境の変化により、その見積り額の前提とした条件や仮定に変更が生じ減少した場合、翌事業年度に減損
処理が必要となる可能性があります。
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①　短期金銭債権 1,886千円
②　短期金銭債務 493千円

売上高 3,839千円
売上原価 2,700千円
販売費及び一般管理費 10,970千円
営業取引以外の取引高 19,528千円

普通株式 19,807株

３. 貸借対照表に関する注記
関係会社に対する金銭債権、債務（区分表示したものを除く）

４. 損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

５. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数
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繰延税金資産
税務上の繰越欠損金 627,698千円
ソフトウエア 575,556千円
関係会社株式評価損 265,623千円
減損損失 109,456千円
賞与引当金 57,109千円
未払事業税 18,704千円
未払費用 18,196千円
一括償却資産 7,561千円
差入保証金 4,654千円
その他 44,077千円

繰延税金資産小計 1,728,638千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △627,698千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,100,940千円
評価性引当額小計 △1,728,638千円

繰延税金資産合計 －千円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △914千円

繰延税金負債合計 △914千円
繰延税金負債（△）の純額 △914千円

６. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種 類 会 社 等 の
名 称

議決権等の所有
(被所有)割合(％)

関連当事者
と の 関 係 取 引 内 容 取 引 金 額

（ 千 円 ） 科 目 期末残高
（千円）

子会社
セーフィー
ベンチャー
ズ株式会社

所有
直接100.0％

役員の兼任
資金の貸付
業務受託

資金の貸付
（注1） 156,180 関係会社

長期貸付金 156,180

業務受託
（注2） 12,000 その他

(流動資産) 1,100

増資の引受
（注3） 1,065,051 － －

子会社 Kix株式会社 所有
直接70.0％ 業務受託 業務受託

（注2） 4,777 その他
(流動資産) 524

７. 関連当事者との取引に関する注記
(1) 親会社及び法人主要株主等
該当事項はありません。

(2) 関連会社等

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注1）資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
（注2）業務受託について、取引条件は市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。
（注3）増資の引受については債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ）を行ったことによるもので

あります。

(3) 役員及び個人主要株主等
該当事項はありません。

８. 収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　６．収益認識に関する注
記」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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(1) １株当たりの純資産額 156円30銭
(2) １株当たりの当期純損失 26円44銭

９. １株当たり情報に関する注記

10. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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